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会報 
ＮＯ.193 
 2026年 
 １０月５日 
瀬戸市追分町64-１ 

瀬戸市職労組 事務所 
056１-84-4760  

fax   84-4767 
郵便振替口座番号 
008２0-9-１05１２0 
連絡先 
事務局  

寺脇 

057２-２３-5899 
 fax 同上  
携帯 

０９０-６５７５-4３７0 
Ｅメール 

tera-m@ob.aitai.ne.jp 

 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

２
０
２
６
・
２
７
年
度 

 

会
費
お
よ
び
カ
ン
パ
を
頂
い
た
方 

 瀬
戸
市 

 
 

土
屋
鋼
平
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

細
江
弘
年
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

鈴
木 

守
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

渡
辺
哲
国
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

桜
井
洋
子
さ
ん 

３
０
０
０
円 

 

岡
田
守
弘
さ
ん 

１
０
０
０
円 

名
古
屋
市 

 
 

鵜
飼
幹
雄
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

西 

悦
子
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

加
藤 

潤
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

丸
田
義
博
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

西 

悦
子
さ
ん 

１
０
０
０
円 

２
０
２
６
年
10
月
１
日
現
在 +

１
-
２ 

 
 
 
 
 
 
 

会
員 

１
５
１
名 

 
 

  202７年度 

会費・カンパのお願い！ 

本会は総会を持って会計年度

が替わります。８月１日以降に

頂いた会費・カンパは 2027 年度

会計に計上されます。会費は年

間 1000 円です。同封の振込用紙

でご送金ください。よろしけれ

ば併せてカンパいただけると助

かります。よろしくお願いしま

す。    （事務局） 

8月 22日須田雅子さん講

演会「満州で徴兵、フィリピ

ンで戦死の父」 56人参加 

 

第 2９回土佐清水大会 

「平和を願うロシア抵抗の顔」という

コーナーにたいへんな人だかり 

保存する会は「空襲死３６８７名、

命の記録」と題して展示しました 
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ここは５００ｍの海岸部地に１３基もの横穴があけられ、25艇の

「5 型震洋（二人乗り）」（右図）が配備されていたそうです。各壕

とも幅・高さは３ｍで、最長で 37ｍ、短いもので 16ｍ、25ｍ前後

のものが多く、全体では 320ｍにもなります。本土決戦を想定し

たボート特攻の基地だったのです。ここに配属されていた部隊

は茨城県土浦の「土浦海軍航空隊甲種予科練 14期生」で、平

均年齢は 17歳。出撃命令はおりませんでしたが、機銃掃射な

８
月
２
２
日
～
２
４
日

の
３
日
間
、
高
知
県
土
佐
清

水
市
で
第
２
８
回
全
国
戦

跡
保
存
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
全

体
会
で
基
調
報
告
や
記
念

講
演
会
が
行
わ
れ
、
二
日
目

は
分
科
会
と
ま
と
め
の
全

体
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

終
日
の
戦
跡
見
学
会
で
は

本
土
決
戦
用
の
震
洋
特
攻

基
地
や
艦
隊
が
寄
港
し
た

宿
毛
基
地
な
ど
見
ご
た
え

の
あ
る
戦
跡
が
い
く
つ
も

存
在
し
、
と
て
も
半
日
で
は

無
理
な
日
程
で
し
た
が
、
列

車
の
関
係
で
超
特
急
で
見

学
し
心
残
り
の
多
い
見
学

会
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
寺

脇
） 

シンポジウム２日目の第２分科会（調査方法と保

存整備技術）では①高知市朝倉陸軍基地忠霊塔の建

造物調査②戦後の慰霊碑銘文から見る軍国主義・戦

後の戦争遺跡③東京第二陸軍造兵廠坂ノ市製造所④

どの空襲で3名がなくなっています。また高知市の東の香南市にあった「第 128震洋隊」では爆

発事故で 111名の隊員がなくなるという事故があったそうです。ちなみにこの特攻兵器「震洋」

は終戦までに 6200隻が作られ、台湾、フィリピンを含めて全国に 4200隻が配備されたそうで

す。2024年土佐清水市はこれらの壕をすべて市史跡に指定しました。 

旧日本陸軍の標準設

計から見た建築設計

の４本が報告されま

した。ハードの面に

若い研究者が活躍さ

れていて頼もしかっ

たです。（寺脇） 

基
調
報
告
さ
れ
る
出
原
共
同
代
表 

第 132震洋越基地跡（土佐清水市） 

左
図
・
下
図
は
土
佐

清
水
市
教
育
委
員
会

製
作
パ
ン
プ
レ
ッ
ト

か
ら
引
用
し
ま
し
た 
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宿毛湾は豊後水道に向かって開口する天然

の良港で、奥行きがあり、水深も深く、外洋

に近いことから近代に至って海軍の注目す

るところとなり、艦隊の宿地、訓練、水補給、

実験場として使われるようになりました。宿毛

湾が艦隊泊地となったのは 1933年以降だと

言われます。見学会で最初に見学したのは、

レンガ造りの燃料庫です。1938年竣工でコ

ンクリートの頑丈な壁が周囲を取り囲んでい

ました。そして次に見学したのが、「油倉庫」

隧道式コンクリート製、1941年 6月竣工で延

長 35ｍ、幅 7ｍ、高さ 10ｍの巨大なもので

す。市道の上にあり、花崗岩の階段が設置さ

れています。また付近には、魚雷の調整を行

った壕なども見られます。 

 

 宇須々木には水上偵察機要員の練習航空

隊である宿毛海軍航空隊がありました。二式

水戦や水上偵察機が配備されました。戦争遺

跡としては長さ７０ｍ、幅４０ｍの水上機の滑

走台（スベリ）や飛行機の進入路を示す電灯柱

（高さ 5.5ｍ）飛行機を止めておく駐機場があ

り、陸揚げした水上機を繋留する装置（一片

45ｃｍの四角い花崗岩の中心に直径 20ｃｍ、

太さ２ｃｍの鉄製のリング）が 200 ヶ所以上が

現存しています。 

宿毛湾宇須々木の戦争遺跡（宿毛市） 
 

宿毛海軍航空隊遺跡 
 

「油倉庫」 

「油倉庫」に至る花崗岩の階段 

駐機場にある水上機を繋留する装置（丸いところ）

ぶ 

飛行機の進入路を示す電灯柱 

水上機の滑走台（スベリ） 

魚雷の調整を行った壕（フックがある） 
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軍需工場遺構の保存と公開、なぜ進まぬ？（朝日新聞 8・24） 

豊川海軍工廠跡は、市民らによる 20 年以上に及ぶ保存運動が市を動かし
2O18 年に公園として整備された。だが、軍の施設や空襲などの戦災跡に比
べ、軍需工場跡の保存や公開は進んでいない。 
愛知県が 2026 年 3 月に公表した県戦争遺跡調査報告書によると、確認さ

れた 46 カ所の軍需工場跡のうち遣構が現存しているのは 34 カ所。そのうち
文化財に指定登録されているのは、海軍工廠跡と尾張旭市にある国登録有形
文化財の「旧旭兵器製造本社事務棟」（現旭サナック本館、一般非公開)の 2
件にとどまる。 
瀬戸市にあった愛知航空機工場跡の保存を市に働きかけてきた「瀬戸地下

軍需工場跡を保存する会」の寺脇正治事務局長（74）は「軍需工場は民間企
業や国民の戦争協力の記憶と結びつき、保存が進んでこなかった」と指摘。
「国が防衛産業や武器輸出の拡大を進める新たな時代に入り、軍需産業の市
民生活への影響を考える上で、貴重な教訓を与えてくれる」と話す。 

愛
知
県
の
戦
跡
調
査
報
告
書
を
受
け
、
注
目
さ
れ
る
「
瀬
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
」 

朝日新聞 8月 24

日版にも写真つき

で掲載される 
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８
月
１
日
、
文
化
セ
ン
タ

ー
で
保
存
す
る
会
第
３
５

回
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
１
１
名
。
事
務
局
の

高
齢
化
に
と
も
な
い
現
状

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
同

時
に
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

つ
い
て
ご
意
見
を
伺
い
ま

し
た
。 

 
 

（
寺
脇
） 

あ
い
さ
つ
す
る
渡
辺
代
表 

２
０
２
６
年
度
（
２
０
２
５
年
８
月
～
２
６
年
７
月
）
の
活
動
内
容
（
抜
粋
） 
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 第
35
回 

瀬
戸
地
下
軍
需
工
場

跡
を
保
存
す
る
会
総
会
要
項 

 〈
会 

場
〉
瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

12
会
議
室 

 
 

〈
日 

程
〉 

 
 
 

 
 

 
 

・
13
時
30
分 
総
会
開
始 

 
 
 
 

 

 
 

 
司 

 

会 

野
田
茂
生 

１
，
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 

代 
 

表 

渡
辺
哲
国 

２
、
第
１
号
議
案
；
本
年
度
の
活
動
報
告 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 
寺
脇
正
治 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

会
計
報
告
な
ら
び
に
監
査
報
告

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会 
 

計 

寺
脇
正
治 

 
 

 
 
 
 

会
計
監
査 

栄
木
房
子 

 
 
 
 
 
 
 

①
質
疑
・
応
答
・
承
認 

 

３
，
第
２
号
議
案
；
定
例
事
務
局
会
議
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

提
案 

 

事
務
局
長  

寺
脇
正
治 

 
 
 

 
 

②
質
疑
・
応
答
・
承
認 

４
、
第
３
号
議
案
；
次
年
度
の
活
動
方
針 

 
 

  
 
   

 

 
 

 

事
務
局
長  

寺
脇
正
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

③
質
疑
・
応
答
・
承
認 

 
 
 
 

５
、
閉
会
の
こ
と
ば 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

司 
 

会 

野
田
茂
生 

 

・
休
憩 

・
総
会
記
念
座
談
会 

 
 
 
 

 

 
 

 

進 
 
 

行 

寺
脇
正
治

「
わ
た
し
た
ち
の

37
年
と
こ
れ
か
ら
の
戦
跡
保
存
運
動
」 

 
 
 

〈
総 

 
 

会
〉 

１
，
〈
あ
い
さ
つ
〉 

２
， 

第
１
号
議
案
；
本
年
度
の
活
動
報
告 

 
 

 
 

（
25
年
８
月
～
26
年
７
月
） 

 

 

１
）
証
言
・
資
料
の
調
査
、
記
録
す
る
活
動 

・
23
年
12
月
～ 
 

名
古
屋
空
襲
死
亡
者
名
簿 

 

（
国
家
総
動
員
令
に
よ
る
動
員
学
徒
・
徴
用
） 

 
 

 

エ
ク
セ
ル
入
力
作
業
：
寺
脇 

 

２
）
市
民
・
県
民
に
向
け
た
広
報
活
動 

 

２
０
２
５
年 

・
８
月
２
日 

 
第
３
４
回
瀬
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
を
保
存
す
る
会 

総
会 
２
４
名
参
加
、 

事
務
局
：
渡
辺
、
梅
野
、
寺
脇
、
加
藤
徹
、
加
藤
敏 

晴
、
熊
谷
、
野
田
、
羽
根
田
、
大
橋 

総
会
記
念
講
演
会
「
豊
田
製
鋼
（
現 

愛
知
製
鋼
） 

疎
開
工
場
の
再
発
見
」 

講
師
：
山
田
富
久
さ
ん 

・
８
月
１
４
日
～
１
７
日 

 

あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
：
寺
脇
、
大
橋 

 

・
10
月
11
日 

 

第
５
回
愛
知
航
空
機
研
究
会
「
幻
の
人
間
爆
弾
「
桜 

花
４
３
乙
」
開
発
の
実
態
」 

 
 

参
加
者
19
名  

 
 
  
 
 
 
 
 
 

事
務
局
：
渡
辺
、
寺
脇 

、
樫
村 

２
０
２
６
年 

・
１
月
25
日 

 

現
地
見
学
会 

水
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

 

11
名
参
加 

 

事
務
局
：
加
藤
徹
、
寺
脇 

 
 
 

 

・
５
月
23
日 

 

 

戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
第
２
回 

 

 

「
空
襲
死
４
３
７
６
名
、
命
の
記
録
」
報
告 

寺
脇
、 

  

参
加
２
３
名 

事
務
局
：
寺
脇
、
加
藤
敏
晴 

・
６
月
20
日 

 

聖
霊
中
高 

土
曜
セ
ミ
ナ
ー
で
現
地
見
学 

 
 

生
徒
１
名
、
保
護
者
１
名
、
教
員
１
名 

 
 

 
 

     
 

 

事
務
局
：
寺
脇 

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

閲
覧
数 

２
９
８
０
１ 

 
(

７
月
23 

日
現
在
）（
１
日
あ
た
り
３
.
３
人
） 

 

３
）
戦
争
遺
跡
等
の
見
学
会
、
他
団
体
と
交
流
、 

 
 

全
国
に
紹
介
す
る
活
動 

 

２
０
２
５
年 

・
８
月
23
日
～
25
日 

 

戦
争
遺
跡
保
存
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
28
回 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信
州
ま
つ
も
と
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
加 

寺
脇
、
樫
村 

・
10
月
27
日 

 

名
古
屋
・
愛
知
戦
争
に
関
す
る
資
料
館
岡
村
学
芸
員  

が
地
下
工
場
跡
地
見
学 

     

案
内
：
寺
脇 

・
11
月
13
日 
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熱
田
空
襲
遺
跡
を
守
る
有
志
の
会 

林
信
敏
さ
ん 

他
３
名 

現
地
見
学 

案
内
：
寺
脇 

・
12
月
14
日 

 

第
41
回
空
襲
戦
災
を
記
録
す
る
東
海
交
流
会 

 

 
 
 

特
別
報
告
で
樫
村
さ
ん
、
山
田
富
久
さ
ん
報
告 

 
   

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
：
寺
脇 

 

２
０
２
６
年 

・
３
月
29
日 

 

春
の
戦
跡
見
学
会 

熱
田
を
中
心
に
し
た
名
古
屋 

戦
跡
見
学
会 

参
加
24
名 

 

 

事
務
局
：
熊
谷
、
野
田
、
加
藤
徹
、
寺
脇
。
樫
村 

 

４
）
地
下
軍
需
工
場
跡
地
を
保
存
・
整
備
す
る
活
動 

 
 
 

２
０
２
５
年 

 

・
12
月
13
日 

 

 

現
地
整
備
作
業 

参
加
：
加
藤
徹
、
熊
谷
、
野
田
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
橋
、
寺
脇 

 
 
 

５
）
組
織
活
動
（
会
報
の
発
行
） 

 

・
会
報
を
５
回
（
NO
１
８
８
～ 

NO
１
９
２
） 

 
 

発
行
。 

６
）
瀬
戸
市
及
び
諸
機
関
に
対
す
る
要
請 

 
 

本
年
は
特
に
行
わ
ず 

７
）
保
存
す
る
会
の
運
営
・
会
員
の
拡
大 

 

・
事
務
局
会
議
を
毎
月
第
２
水
曜
日
（
８
月
以
外
） 

 
 

開
催
。 

 
 

会
員
数
は
７
月
23
日
現
在 

１
５
２
名
。 

 

８
）
会
計
報
告 

な
ら
び
に
監
査
報
告 
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①
質
疑
・
応
答 

 

承
認 

 ３
、
第
２
号
議
案
；
定
例
事
務
局
会
議
に
つ
い
て
（
案
） 

 
 
 

 
 
 
 

提
案
；
事
務
局
長  

寺
脇
正
治 

 
 

現
行 

 

「
事
務
局
会
議
を
毎
月
（
８
月
以
外
）
１
回
開
催
。
毎

月
第
２
水
曜
日
午
後
５
時
30
分
よ
り
、
市
職
労
組
合

事
務
所
で
行
う
。
」
の
う
ち
、 

開
催
日
時
な
ら
び
に
開
催
会
場
を
変
更
し
た
い 

事
由 

① 

前
事
務
局
長
加
藤
徹
氏
の
体
調
不
良
に 

 
 
 

よ
り
会
場
の
市
職
労
組
合
事
務
所
で
の
開
催 

 

 
 
 

が
困
難
に
な
っ
た
。 

 
 

② 

他
の
事
務
局
員
は
仕
事
等
の
関
係
で
水 

 
 

曜
日
の
午
後
5
時
30
分
に
は
参
加
困
難
で
あ 

 
 

る
。 

提
案 

定
例
事
務
局
会
議
（
８
月
を
の
ぞ
く
）
の
開
催

日
時
、
開
催
場
所
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
る 

  
 
 
 
 

       
 
 

②
質
疑
・
応
答 

 

承
認 

 

４
、
第
３
号
議
案 

 

次
年
度
の
活
動
方
針 

及
び
事
務
局
体
制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
26
年
８
月
～
27
年
７
月
） 

 

  

１
）
証
言
・
資
料
を
調
査
、
記
録
す
る
活
動 

・
地
下
軍
需
工
場
に
関
す
る
新
た
な
証
言
や
資
料
、 

瀬
戸
地
域
の
戦
争
体
験
談
、
戦
時
下
の
市
民
の
く
ら 

し
や
産
業
・
職
場
の
状
況
な
ど
の
写
真
や
記
録
、
地 

 

域
に
残
っ
て
い
る
遺
跡
な
ど
を
調
査
・
記
録
す
る
。 

・
名
古
屋
空
襲
被
害
者
名
簿
（
国
家
総
動
員
令
に
よ 

る
動
員
学
徒
・
徴
用
）
の
分
析 

 

 

２
）
市
民
・
県
民
に
向
け
た
広
報
活
動 

 
 
 
 
 

 

①
あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
（
８
月

13
日 

 
～

16
日 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田
）
に
参
加
す
る
。 

 
②
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
瀬
戸
に
協
賛
す 

 

る
と
共
に
「
戦
争
を
語
り
継
ぐ
会
」
に
参
加
す
る
。 

 

 

③ 

地
域
宣
伝
に
努
力
す
る
。
ま
た
、
地
域
の
活 

 

動
・
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
「
地
下
軍
需
工
場
跡
を 

 

史
跡
に
！
」
の
理
解
を
広
め
る
。 

 

④ 

瀨
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
を
見
学
す
る
会
を 

 

開
催
す
る
。（
27
年
１
月
予
定
）
現
地
見
学
会 

 

⑤ 

瀬
戸
市
生
涯
学
習
市
民
講
師
と
し
て
学
校 

 

や
他
団
体
の
要
請
に
応
じ
講
演
講
習
な
ら
び
に 

 

資
料
の
貸
し
出
し
を
行
う 

 

⑥ 

地
下
軍
需
工
場
跡
地
散
策
遊
歩
道
マ
ッ 

 

 

プ
・
看
板
等
が
公
共
機
関
に
設
置
で
き
る
よ
う
働 

 

き
か
け
る
。 

 

 

⑦
瀬
戸
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体
と
し
て 

市
民
と
の
交
流
を
図
る
。                                                  

（
交
流
フ
ェ
ス
タ
参
加
11
月
28
日
（
土
）） 

⑧
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
デ
ジ
タ
ル 

コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
す
る
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

http://ob.aitai.ne.jp/~tera
-m/index.htm

 
 

２
０
０
１
年
８
月
開
設 

フ
エ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（
２
０
１
２
年
４
月
開
設
） 

 
 

い
ず
れ
も
「
瀬
戸
地
下
」
で
検
索 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メ 

ー 

ル 
 
tera

-m@ob.aitai.ne.jp 

 
 

 
  

 
 
 

３
）
戦
争
遺
跡
等
の
見
学
会
、
他
団
体
と
交
流
、
全
国

に
紹
介
す
る
活
動 

①
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
。 

②
第
28
回
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

土
佐
清
水
大
会
参
加
予
定 

 

８
月
22
日
全
体
会
、
23
日
分
科
会 

、
24
日 

 

現
地
見
学
会 

 

③
空
襲
・
戦
災
を
記
録
す
る
会
に
参
加
す
る
。 

④
空
襲
・
戦
災
記
録
づ
く
り
東
海
交
流
会
に
参
加
す
る
。 

 
 

 

 

（
12
月
13
日
（
日
））
ピ
ー
ス
あ
い
ち 

 

⑤ 

戦
争
遺
跡
等
の
見
学
会
を
27
年
３
月
末
日
曜 

 

日
に
開
催
す
る
。 

 

日
時
：
各
月
初
旬
の
（
土
曜
日
・
日
曜
日
） 

（
15
：
00
）
よ
り 

 

会
場
：
パ
ル
テ
ィ
せ
と
３
階 

交
流
広
場

で
行
う 

 

http://ob.aitai.ne.jp/~tera-m/index.htm
mailto:tera-m@ob.aitai.ne.jp
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４
）
地
下
軍
需
工
場
跡
地
を
保
存
・
整
備
す
る
活
動 

 
・
地
下
軍
需
工
場
跡
地
の
整
備
（
入
口
な
ど
を
巡 

 
る
散
策
道 

草
刈
、
案
内
表
示
板
の
設
置
等
）
を 

 

行
う
。 

 ５
）
組
織
活
動
（
会
報
の
発
行
・
会
員
の
拡
大
） 

① 

会
の
取
り
組
み
・
証
言
・
会
員
か
ら
の
た
よ
り 

を
会
員
に
伝
え
る
た
め
、
会
報
を
年
５
回
程
度
発
行 

す
る
。 

（
皆
様
か
ら
の
御
意
見
・
情
報
・
証
言
を 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
） 

② 

会
の
活
動
費
・
会
報
の
郵
送
代
を
確
保
す
る
た 

め
、
会
費
を
徴
集
す
る
。（
１
年
１
口 

１
０
０
０
円
） 

 

※
振
込
用
紙
で
送
金
さ
れ
る
場
合
は
、
振
込
手
数 

 

料
込
で
お
願
い
し
ま
す
。 

③ 

会
員
を
拡
大
を
図
る
。  

 
 
 
 
 

（
７
月
23
日
現
在 

１
５
２
名
） 

 

６
）
瀬
戸
市
・
県
・
国
へ
の
要
請 

 

・
地
下
軍
需
工
場
跡
地
一
帯
が
保
存
さ
れ
「
平
和 

 
 

へ
の
散
歩
道
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
瀬
戸 

 
 

市
・
県
・
国
に
要
請
す
る
。 

 

・
「
水
野
の
里
郷
土
館
（
仮
称
）
づ
く
り
」 

 
 

歴
史
と
自
然
の
宝
庫
「
水
野
の
里
」
の
素
晴
ら 

 
 

し
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
平
和
を
考
え
る
資 

 
 

料
館
づ
く
り
を
め
ざ
す
。 

 
 

 

 

 

７
）
保
存
す
る
会
の
運
営 

 

・
定
例
事
務
局
会
議
・
第
２
号
議
案
に
準
じ
る 

 

８
）
事
務
局
体
制 

 
 

 

代  

表      
      

渡
辺
哲
国 

   

事
務
局
長（
会
計
・
会
報
） 

寺
脇
正
治  

       

「
あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
担
当 

   

資
料
・
調
査    

      

熊
谷
達
也  

 
          

「
春
の
戦
跡
見
学
会
」
担
当 

 

資
料
・
調
査 

      

野
田
茂
生 

  
              

「
春
の
戦
跡
見
学
会
」
担
当 

 

資
料
・
調
査   

      

羽
根
田
正
之 

 

広
報
・
渉
外    

      

加
藤
敏
晴  

        

ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in 

せ
と 

 
 

  

「
戦
争
を
語
り
継
ぐ
会
」
担
当 

 

会
計
監
査     

      

榮
木
房
子 

 
  

  
 

( 

     (
大
橋
正
博
）  

 
 

２
０
２
８
年
ま
で
タ
イ
日
本
人
学
校 

 

顧   

問     
      

大
塚
英
二  

 

顧   

問     
      

樫
村
愛
子 

 ９
）
年
間
活
動
計
画
（
下
表
） 

（
２
０
２
６
年
８
月
～
２
０
２
７
年
７
月
） 

 
 

③
質
疑
・
応
答 

 
承
認 

 
 

 
 

事
務
局
員 

紹
介 

 
 

 
      

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

月 行事名 月 行事名 月 行事名 

35回総会（8/1） 第42回空襲・戦災記録づくり東海交流会（12/13)

あいち平和のための戦争展（8/13～16） 　　現地整備　　　　　　　　 事務局会
戦争を語り継ぐ会実行委員会/あいち平和

のための戦争展実行委員会　事務局会

　現地見学会　ならびに学習会　（１/31) 第2回「戦争を語り継ぐ会」　会報196号発行

　　　　　　　　　　　　　　事務局会    会報194号発行　　　　　　　事務局会 
戦争を語り継ぐ会実行委員会/あいち平和
のための戦争展実行委員会　事務局会

　聖霊中高現地見学会 　聖霊中高現地見学会

　　会報193号発行　　　　　　事務局会
戦争を語り継ぐ会実行委員会

                              事務局会

戦争を語り継ぐ会実行委員会/あいち平和

のための戦争展実行委員会　　事務局会

 パルティせと交流会(11/28) 　春の戦跡見学会　　会報195号発行 　会報197号発行

　　　　　　　　　　　　　　事務局会
戦争を語り継ぐ会実行委員会/あいち平和のため

の戦争展実行委員会　　　 事務局会

戦争を語り継ぐ会実行委員会/あいち平和

のための戦争展実行委員会　　事務局会

8

9

10

11

12 4

1

3

5

6

7

2
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高
校
一
年
の
K
で
す
。
ま
ず
は

戦
後

80

年
の
と
い
う
大
切
な
節

目
に
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に

参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回

参
加
し
た
こ
と
で
自
分
の
視
野

の
広
が
り
を
感
じ
る
と
と
も
に

平
和
を
つ
く
る
た
め
に
自
分
に

な
り
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
修
学

旅
行
で
広
島
に
行
き
、
語
り
部
活

動
を
し
て
い
る
切
明
さ
ん
か
ら

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
思
わ

ず
耳
を
塞
い
で
し
ま
い
た
く
な

る
よ
う
な
お
話
は
家
族
や
友
人

に
囲
ま
れ
て
何
不
自
由
な
く
す

ご
し
て
き
た
私
に
は
か
け
離
れ

た
も
の
で
戦
争
の
悲
惨
さ
を
リ

ア
ル
に
想
像
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、
そ
の

お
話
の
中
で 

「
次
は
あ
な
た
た
ち
が
平
和
を
作
っ
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
」 

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
と
て
も
心
に
残
り
ま
し

た
。 

 

そ
れ
は
曾
祖
父
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
の
曾
祖
父
は
戦
争
経
験
者
で
し
た
。

家
に
遊
び
に
行
く
と
、
い
つ
も
う
れ
し
そ
う
な
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
一
度
だ
け
辛
そ
う
で

今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
表
情
を
し
た

時
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
戦
争
の
話
を
し
て
く

れ
た
時
で
し
た
。
私
は
小
さ
か
っ
た
た
め
、
ど
ん

な
話
を
し
て
く
れ
た
か
は
記
憶
が
あ
い
ま
い
な

部
分
が
多
い
で
す
が
、
切
明
さ
ん
の
お
話
で
、
そ

の
時
の
光
景
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
も
う
だ
れ
に

も
あ
の
よ
う
な
表
情
を
し
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。 

 
そ
し
て
修
学
旅
行
か
ら
戻
り
ふ
だ
ん
の
日
常

を
過
ご
し
て
い
た
時
、
福
山
先
生
か
ら
お
話
を
い

た
だ
き
、
あ
の
と
き
の
切
明
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
実
行
す
る
た
め
に
自
分
な
り
に
ど
う
行
動
し

て
い
け
ば
い
い
の
か
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
、
今
回
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
参
加
し
て
た

く
さ
ん
の
人
に
お
話
を
聞
き
、
考
え
た
の
は
先
ほ

ど

M

が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
「
学
び
つ
づ
け
る
」

こ
と
で
す
。
広
島
や
長
崎
の
惨
状
や
戦
争
の
歴
史
、

核
兵
器
が
も
た
ら
す
被
害
。
被
爆
さ
れ
た
方
々
の

思
い
、
そ
し
て
今
の
世
界
の
情
勢
な
ど
私
に
は
知

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
学
ば
な
け

れ
ば
平
和
を
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
学
ん
だ

こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使
命
な
の
だ
と
、
参
加

し
た
こ
と
で
強
く
思
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
参
加

し
て
み
な
い
か
と
お
話
を
い
た
だ
い
た
こ
ろ
今

年
度
の
文
化
祭
の
テ
ー
マ
で
私
の
ク
ラ
ス
は
広

島
に
つ
い
て
展
示
を
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
全
員
で
広
島
灯
篭
流
し
や
原
爆
ド
ー

ム
の
再
現
を
行
う
と
と
も
に
今
回
の
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
の
資
料
を
展
示
し
来
場
さ
れ
た
方

に
核
兵
器
の
廃
絶
や
、
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
思

い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
の
私
に
は

学
ん
だ
こ
と
や
自
分
の
考
え
を
世
界
に
伝
え
て

い
く
術
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
う
い
っ

た
数
少
な
い
機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。
戦
争
は
だ
め
な
こ
と
は
、
だ
れ
も
が
分
か
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
世
界
中

で
争
い
が
起
き
、
今
こ
の
瞬
間
に
も
多
く
の
命
が

奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
は
戦
争
の
道
具
と
し

て
使
わ
れ
幸
せ
な
日
常
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
後

80

年
と
い
う
年
月
が
た
っ
た
今
、
被
爆
さ

れ
た
方
々
か
ら
直
接
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
の
は
私
た
ち
が
最
後
の
世
代
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
機
会
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
大
切

な
日
常
を
守
り
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
く
た
め

に
私
は
学
び
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

２
０
２
５
年
11
月
4
日 

文
化
セ
ン
タ
ー
で
原
水
禁
世

界
大
会（
８
月
６
日
）に
出
席
し

た
５
名
の
高
校
生
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、今
回
は
最
後
の

２
名
の
発
言
を
掲
載
し
ま
す
。 
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聖
霊
高
校
１
年
の

C

で
す
。
私
は
核
と
い
う

面
に
視
点
を
置
き
、
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

８
月
６
日
に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
か
ら
人

の
多
さ
や
人
の
多
さ
に
張
り
詰
め
た
空
気
に
と

て
も
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
、
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
で
は

被
爆
者
の
方
や
被
爆
二
世
の
方
々
に
直
接
お
話

を
お
伺
い
す
る
機
会
が
あ
り
、
戦
時
作
品
だ
け
で

は
伝
わ
っ
て
来
な
い
生
の
言
葉
が
重
く
胸
に
響

き
ま
し
た
。
被
爆
者
の
方
の
話
を
聞
く
た
び
長
年

に
わ
た
っ
て
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
続
け
て
こ

ら
れ
た
努
力
と
覚
悟
に
本
当
に
胸
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
本
当
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
平

和
は
当
た
り
前
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

平
和
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
昔
の
自
分

が
恥
ず
か
し
く
な
り
、
平
和
を
守
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
世
界
各
国
の
皆
様
の
意
見
を

聞
く
こ
と
が
出
来
、
核
廃
絶
は
単
な
る
理
想
で
は

な
く
現
代
の
国
際
社
会
に
お
け
る
共
有
の
最
優

先
の
課
題
で
あ
る
と
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
一
方
で
私
は
中
学
３
年
生
の
時
の
卒
業
論
文

で
核
融
合
発
電
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
核
融
合

は
温
室
効
果
ガ
ス
を
ほ
と
ん
ど
出
さ
ず
、
大
量
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
と
期
待
さ
れ
て
い
る

技
術
で
す
。
補
足
と
し
て
核
兵
器
の
ウ
ラ
ン
な
ど

の
同
じ
物
質
を
一
機
に
暴
走
さ
せ
る
核
分
裂
と

は
違
い
、
水
素
の
原
子
核
同
士
を
高
温
高
圧
で
融

合
さ
せ
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
仕
組
み
で

す
。
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
ず
、
放
射
性
廃
棄
物
も

少
な
い
た
め
「
未
来
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
お
話
す
る
に
あ

た
り
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ
採
掘
現
場
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
た
。
ウ
ラ
ン
は
原
子
力
発
電
や
核

兵
器
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

採
掘
現
場
で
は
深
刻
な
放
射
線
被
害
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
ウ
ラ
ン
鉱
山
で
は
放
射
線
物
質
を
含

む
、
粉
塵
や
ガ
ス
が
発
生
し
、
作
業
員
や
周
辺
住

民
が
そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
で
肺
が
ん
や
白
血

病
な
ど
の
健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
と

く
に
ナ
ビ
ビ
ア
や
ニ
ジ
ェ
ー
ル
な
ど
の
鉱
山
で

は
先
住
民
が
放
射
線
汚
染
や
水
質
汚
染
に
苦
し

ん
で
お
り
環
境
と
人
権
の
両
面
か
ら
も
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
過
去
に
茨
城

県
の
東
海
村
で
放
射
線
管
理
が
不
十
分
で
事
故

が
起
き
、
原
発
の
扱
い
に
ど
れ
ほ
ど
の
慎
重
さ
が

必
要
な
の
か
社
会
に
印
象
付
け
た
と
思
い
ま
す
。

採
掘
や
処
理
の
段
階
で
も
発
生
す
る
放
射
線
廃

棄
物
や
汚
染
水
は
長
期
的
に
環
境
に
影
響
を
与

え
る
た
め
単
に
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
え
る
た
め
に
だ
れ
か
の
命
や
自
分

が
危
険
に
な
る
と
い
う
現
実
を
考
え
る
と
、
私
た

ち
は
本
当
の
意
味
で
平
和
的
な
利
用
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
を
深
く
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
核
融
合
発
電
（
※
１
原
子

力
発
電
？
）
な
ど
良
い
技
術
で
も
人
を
巻
き
込
み
、

使
い
方
に
よ
っ
て
は
核
兵
器
な
ど
の
人
を
傷
つ

け
る
兵
器
に
も
な
り
ま
す
。
し
か
し
私
は
核
兵
器

（
※
２
？
原
子
力
発
電
？
）
そ
の
も
の
に
善
悪
は

な
く
、
ど
う
使
う
か
だ
れ
の
た
め
に
使
う
か
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
発
電
用
の
核
は
濃
縮

度
が
低
く
管
理
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
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方
で
再
処
理
や
濃
縮
技
術
に
よ
っ
て
軍
事
転
換

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た

採
掘
現
場
で
も
被
害
が
あ
り
、
さ
ら
に
技
術
的
な

面
に
お
い
て
も
光
や
陰
と
の
両
面
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
際
社
会
の
現
状
を
み
る

と
核
兵
器
の
問
題
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

世
界
に
は
約
１
２
０
０
０
発
の
核
兵
器
が
存

在
し
、
そ
の
大
半
は
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
が
保
有

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
２
０
０
０
発
は
高
度
警
戒

態
勢
に
あ
り
、
数
分
以
内
に
発
射
で
き
る
状
況
に

お
か
れ
て
い
ま
す
。
冷
戦
時
に
は
一
度
は
減
少
し

た
核
兵
器
数
は
近
年
再
び
増
加
傾
向
を
見
せ
中

国
や
北
朝
鮮
な
ど
の
開
発
が
国
際
社
会
に
緊
張

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
核
拡
散
防
止
条
約

N

P

T

は
核
保
有
国
の
５
大
国
の
核
保
有
に
限

定
し
て
い
ま
す
が
、
核
廃
絶
は
進
ま
ず
核
兵
器
禁

止
条
約

T

P

N

W

も
保
有
国
が
参
加
し
て

い
な
い
た
め
、
条
約
の
実
効
性
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
ロ
シ
ア
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
核
使

用
を
示
唆
し
イ
ラ
ン
や
北
朝
鮮
も
開
発
を
続
け

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
は
核
兵
器
の
廃
絶
を

め
ざ
す
こ
と
は
と
て
も
危
険
性
が
あ
り
、
と
て
も

緊
急
性
が
あ
り
、
現
実
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
思
い
ま
す
。
私
は
修
学
旅
行
授
業
ま
た
は

事
前
学
習
に
よ
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
学
び
卒
業

論
文
で
書
く
可
能
性
を
知
り
、
今
回
の
大
会
で
核

を
選
び
取
る
責
任
を
強
く
意
識
し
ま
し
た
。
核
は

人
類
を
滅
ぼ
す
武
器
に
も
十
分
な
り
え
ま
す
。
そ

の
重
み
を
胸
に
私
は
核
兵
器
の
廃
絶
を
心
か
ら

願
い
世
界
の
平
和
を
自
分
事
と
し
て
考
え
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
被
爆
者
の
方
々
が
訴
え
続
け

て
き
た
核
兵
器
の
な
い
世
界
と
い
う
願
い
を
次

の
世
界
に
受
け
継
ぐ
責
任
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
よ
う
な
高
校
生
に
で
き
る
こ
と
は
少

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
ニ
ュ
ー
ス
に
関

心
を
持
つ
こ
と
友
人
や
家
族
と
意
見
を
交
わ
す

こ
と
。
学
校
や
地
域
で
平
和
に
つ
い
て
発
信
す
る

こ
と
。
そ
う
し
た
日
々
の
行
動
が
未
来
の
社
会
に

少
し
ず
つ
影
響
を
与
え
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
世

界
各
地
で
核
兵
器
が
使
わ
れ
る
危
険
性
を
減
ら

す
に
は
国
際
的
な
取
り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
一
人
一
人
の
意
識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
被
爆
者

の
方
々
の
願
い
を
実
現
し
て
行
く
た
め
に
私
の

通
っ
て
い
る
聖
霊
高
校
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
光

の
子
」
と
し
て
常
に
関
心
を
持
ち
続
け
自
分
な
り

に
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。
最
後
に
広
島
で
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、
支
援
し
て
く
れ
た
両
親
、
今
日
こ
う

し
て
聞
き
に
き
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら

感
謝
を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
長
く

な
り
ま
し
た
が
、
ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
注
釈
は
事
務
局
で
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

           

名
古
屋
ー
瀬
戸
動
員
中
の
思
い
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
合
千
枝
子 

                 
(

東
京
女
高
師
家
政
科) 

 
 

 

庄
内
川
が
海
に
入
る
手
前
の
草
土
手
を
、
女
子

学
徒
隊
が
隊
列
を
組
ん
で
整
然
と
歌
い
な
が
ら

行
く
。 

「
海
ゆ
か
ば
、
水
潰
く
屍
。
山
ゆ
か
ば…

…

」 

「
名
も
知
ら
ぬ
遠
き
島
よ
り
、
流
れ
よ
る
、
椰
子

の
実
一
つ…

…

。」 

工
場
支
給
の
ヨ
レ
ヨ
レ
の
戦
闘
帽
に
、
脚
に
は
ゲ

ー
ト
ル
を
巻
い
て
、
脚
が
割
箸
の
よ
う
に
細
い
私

に
は
、
ゲ
ー
ト
ル
は
ず
り
落
ち
て
な
じ
ま
ず.

大
き

会
長
の
渡
辺
哲
国
さ
ん
も
関
わ
ら
れ
た
「
愛

知
航
空
機 

動
員
学
徒
の
手
記
」
を
連
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

出
典
：「
愛
知
航
空
」
動
員
学
徒
の
手
記
９
５

年
１
２
月
刊
行
「
愛
知
航
空
」
動
員
学
徒
の
手

記
編
集
委
員
会
よ
り 

 
 
 
 

（
事
務
局
） 
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ら
い
だ
っ
た
。
救
急
袋
を
肩
か
ら
か
け
て
勇
ま
し

く
見
え
た
。
こ
れ
が
私
共
女
子
学
徒
隊
の
通
勤
風

景
だ
っ
た
。 

「
新
じ
ゃ
が
十
五
コ
」
や
「
切
り
干
し
大
根
の
煮

つ
け
一
皿
」
が
食
事
で
は
、
い
つ
も
、
お
な
か
は

ペ
コ
ペ
コ
で
、
食
べ
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
。

だ
が
、
み
ん
な
美
し
い
顔
で
、
ひ
も
じ
い
な
ど
と

は
一
言
も
い
わ
な
か
っ
た
。
だ
っ
て
、
み
ん
な
が
、

そ
う
な
ん
だ
か
ら
。 

 

土
手
に
一
箇
所
、
高
射
砲
の
陣
地
が
あ
っ
た
。

少
年
兵
が
四
、
五
人
、
網
に
草
を
入
れ
て
被
り
、

高
射
砲
に
も
被
せ
て
射
つ
の
だ
が
、
当
た
っ
た
こ

と
が
な
い
。「
威
嚇
だ
け
な
ん
だ
っ
て
。」
何
と
も

や
り
切
れ
な
い
気
持
ち
に
な
る
。
空
中
戦
で
は
、

特
攻
機
は
、
敵
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
う
す
い
煙
を

残
し
て
落
ち
て
行
く
。 

 

工
場
に
着
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
つ
き
、

私
は
配
属
に
な
っ
た
学
徒
課
へ
行
く
。
こ
こ
で
は
、

大
学
生
、
女
子
師
範
、
可
愛
ら
し
い
中
学
の
二
人

の
少
年
が
、
私
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
た
。
主
に

学
徒
隊
の
つ
き
そ
い
の
先
生
方
に
旅
費
を
出
す

仕
事
だ
っ
た
。
一
日
が
終
わ
る
と
、
稲
永
新
田
の

宝
神
寮
に
た
ど
り
つ
き
、
蚤
と
格
闘
が
は
じ
ま
る
。

敷
布
団
の
ま
わ
り
に
、
蚤
取
り
粉
の
土
手
を
こ
し 

ら
え
た
。
蚤
の
数
は
数
え
き
れ
な
い
程
で
、
も
の

す
ご
い
な
ど
と
い
う
言
葉
で
は
、
あ
ら
わ
せ
な
か

っ
た
。
そ
し
て
雨
の
日
は
、
大
変
だ
っ
た
。
廊
下

に
は
バ
ケ
ツ
、
空
か
ん
、
洗
面
器
が
並
び
、
部
屋

の
掛
け
布
団
の
上
に
洗
面
器
が
乗
る
。
雨
水
の
は

ね
か
え
り
で
、
周
り
中
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
だ
っ
た
。 

 

屋
外
は
小
ぬ
か
雨
で
も
屋
内
は
ド
シ
ャ
降
り

だ
っ
た
よ 

な
ど
と
、
笑
う
し
か
な
か
っ
た
。 

 

ま
た
こ
こ
の
水
は
塩
分
が
多
く
、
飲
み
水
や
洗

濯
に
は
適
さ
ず
、
飲
み
水
は
中
央
棟
の
ポ
ン
プ
だ

け
だ
っ
た
。 

 

次
第
に
敗
戦
の
色
濃
厚
と
な
り
、
名
古
屋
は
空

襲
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
女
高
師
隊
は
、
瀬
戸
へ

疎
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
瀬
戸
は
街
の
中
央
に

川
が
流
れ
、
両
側
に
瀬
戸
物
屋
が
並
ん
で
い
た
。

川
の
水
は
、
陶
土
で
乳
白
色
だ
っ
た
。
瀬
戸
の
地

下
工
場
は
陶
土
を
掘
り
取
っ
た
だ
け
の
穴
ぐ
ら

に
作
業
台
を
置
き
、
設
備
も
な
く
仕
事
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。 

 

宿
舎
は
、
お
寺
の
本
堂
。
仕
事
も
な
く
、
た
だ

ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
た
の
で
、
同
級
生
の
S
さ
ん
に

誘
わ
れ
、
お
寺
の
事
務
棟
を
探
検
し
に
行
っ
た
。

廊
下
を
歩
い
て
い
た
時
、
襖
が
開
い
て
、
住
職
に

声
を
か
け
ら
れ
た.

「
あ
な
た
方
は
ど
こ
の
学
校
か

ら
」
な
ど
や
、「
そ
れ
は
大
へ
ん
だ
。
し
っ
か
り

勉
強
し
て
下
さ
い.

」
と
、
友
人
に
は
厚
手
の
冬
茶

碗
、
私
に
は
薄
手
の
夏
茶
碗
を
下
さ
っ
た
。
ず
い 

ぶ
ん
引
越
し
を
し
た
が
大
切
な
私
の
宝
物
の
一

つ
だ
。
終
戦
の
こ
の
時
に
、
名
古
屋
、
瀬
戸
と
、

私
が
生
き
て
き
た
あ
か
し
と
し
て
。 

 

瀬
戸
に
移
っ
て
五
日
目
の
正
午
、
寺
の
本
堂
の

前
庭
に
集
ま
っ
て
、
玉
音
放
送
を
き
い
た
。
泣
い

て
い
た
人
も
あ
っ
た.

私
は
全
身
の
力
が
ぬ
け
て

い
く
よ
う
だ
っ
た
。
長
い
サ
ー
ベ
ル
に
、
黒
長
靴

の
憲
兵
の
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。「
お
前
達
は
、

庄
内
川
の
土
手
を
上
陸
し
て
く
る
敵
を
、
一
人
で

も
多
く
竹
槍
で
や
っ
つ
け
る
ん
だ
。」
単
純
な
私

は
、
ほ
ん
と
う
に
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
た
。
自
分

が
先
に
や
ら
れ
る
こ
と
な
ど
念
頭
に
な
か
っ
た
。

で
も
、
竹
槍
合
戦
な
ん
て
そ
ん
な
こ
と
は
起
き
な

か
っ
た
。 

 

学
半
ば
に
逝
っ
た
学
徒
の
方
々
。 

 

勉
強
す
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
下
さ
っ

た
住
職
さ
ん
。
あ
の
竹
槍
の
憲
兵
さ
ん
。
等
々
、

皆
様
ど
う
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
五
十

年
経
っ
た
現
在
も
ふ
と
思
い
出
す
。
あ
の
人
は
現

在…
…

と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
号
へ
つ
づ
く 

     

注 作
者
の
方
が
お
ら
れ
た
瀬
戸
の
工
場
は
、
愛
知
航

空
機
㋝
百
地
区
の
菱
野
工
場
で
お
寺
は
宝
泉
寺
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
東
京
女
高
師
（
女
子
高
等
師
範

学
校
）
は
現
「
お
茶
の
水
女
子
大
学
」（
寺
脇
） 
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事務局員の高齢化にともない今年 5

月から事務局会が開けない状態が続き

ました。総会では事務局会の日時と会

場を変更するべく提案しましたが、参

加者からは事務局員で決めれば良いこ

とだという意見があり、これからは臨

機応変に対応していきたいと考えてい

ますが、諸事情により毎月はじめの土

日、パルティせと 3 階で行うことにし

ました。よろしくお願いします。 

             （T）   

 

 

 

  

 

 

                       寺脇 正治 様 

 お世話になります。大垣市立図書館の織田と申します。 

お電話しましたがつながらなかったため、メールにて失礼します。 

大垣市内の学校で、旧愛知航空機株式会社の疎開工場を確認しましたが、該当する所はありま

せんでした。いただいた資料の地図を確認したところ、大垣市ではなく、垂井町の可能性がある

ため、 

①『垂井町史』（通史編）を確認したところ、府中小学校の箇所に、 

「（昭和）二〇年四月一九日には愛知航空機株式会社の試作工場として教室五部屋を貸与」とあ

りました。また、 

②『かしの木と共に 府中小学校百年誌』の年表中にも、「昭和二〇・四・一九 愛知航空機株

式会社試作工場として教室五間を貸与す」とありました。 

なお、垂井町のその他小学校の箇所には、関連する表記は見られませんでした。 

≪参考文献≫ 

①『垂井町史』（通史編）、岐阜県不破郡垂井町役場、1969、p761 

②『かしの木と共に 府中小学校百年誌』、府中小学校創立百年祭実行委員会、1973、p140 

参考文献①は、多治見市立図書館にも所蔵があります。また、①②は、岐阜県図書館にも所蔵

があります。          大垣市立図書館 歴史研究グループ   織田 光一 

 

聖霊中・高 の福山先生に。8 月 1 日の総会時

に集めたカンパ 5500 円（8 月 6 日の広島慰霊なら

びに原水禁大会参加のカンパ）をお渡ししました 

今年 2月に父親が愛知航空機の疎開工場に勤

めていたという S さんのお話を聞き、今まで、とくに調べ

てこなかった愛知航空機の疎開工場について調べ

はじめました。最初は、米国爆撃調査団の報告書に

あった疎開工場の中で岐阜地区にあたる大垣周辺

について大垣の図書館で調べていただいた結果が

上のメールです。米軍の報告書には「設計部がいく

つかの小学校」とか岐阜地区事務所とか書いてある

ので、まだまだ出てくるようです。ただ小学校の百年

史とか「個人情報があるので閲覧できない」と言われ

たことはショックでした。       （寺脇） 


